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 私の山荘がある北軽井沢は、「軽井沢」の名を含む

地名がだ、長野県ではなく群馬県の西部にある。水系

は利根川水系、気候区も太平洋側の気候区に属する。

上越国境（群馬・新潟の県境）や上信国境（群馬・長

野の県境）---つまり「大分水嶺」からも比較的遠い。

従って、強い冬型の気圧配置になっても、大雪になる

ことはない。 

 
 この地区でまとまった雪が降るのは、優勢な南岸低

気圧が通過した時に、北から寒気が入り込んだ場合だ

けである。写真は 2014 年 12 月の表庭の様子で、まさ

に上記の気象条件が重なっていた。 

 
 2014 年 2 月には、約 70cm の積雪があった。私が

知る限り、当地最大の積雪深である。さすがに山荘に

行くことは不可能になり、テラスも庭も駐車場も完全

に雪に埋まってしまった。この年は、4 月の中旬まで

雪が残っていた。 

 
 ところが、今シーズン（2022 年～2023 年の冬）は

記録的に雪が少ない。写真は 2022 年 12 月 25 日のク

リスマスの朝の様子だ。5cm 程度の積雪しかないが、

これでも一番積もった日だった。 

 

 2022 年 12 月には、浅間山の山頂付近も雪に覆われ

ていた。こうなると例年、3 月下旬まで雪をかぶった

ままになることが多い。 

 
 1 月から 2 月にかけても、雪はほとんど降らなかっ

た。地表の雪も融けてしまい、地面が見えてしまって

いる。毎年見られたいわゆる「根雪」が消えてしまっ

たのだ。こんなことは 20 年間で初めてである。 


